
一
宮
・
岬
梨
組
合
岬
支
部
で
は
、

産
地
の
存
続
に
向
け
て
、
新
た
な
担

い
手
と
し
て
新
規
参
入
者
の
受
け
入

れ
を
積
極
的
に
始
め
ま
し
た
。

梨
は
技
術
習
得
に
年
数
が
か
か
り
、

ま
た
本
格
的
に
収
穫
で
き
る
ま
で
約

8
年
か
か
る
、
初
期
投
資
額
が
大
き

い
な
ど
か
ら
、
新
規
参
入
は
難
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
担
い
手

確
保
の
た
め
、
産
地
・
市
・
農
業
事

務
所
が
連
携
し
、
受
入
体
制
作
り
に

努
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
す
み

市
が
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の

研
修
機
関
に
認
定
さ
れ
、
7
月
か
ら

2
名
の
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。　

技
術
習
得
は
部
会
員
の
下
で
年
間

を
通
し
た
梨
の
作
業
を
学
び
、
基
礎

知
識
は
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

を
位
置
付
け
、
梨
組
合
の
講
習
会
等

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
生
産
者
と

の
人
脈
を
広
げ
て
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
は
園
地
の
貸
借
で
す
。

次
世
代
の
担
い
手
が
産
地
を
引
き
継

い
で
く
れ
る
よ
う
、
園
地
貸
借
の
仕

組
み
作
り
を
進
め
た
い
と
梨
組
合
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

夷隅農業事務所

普及だより
発行：夷隅農業事務所
　　　TEL0470－82－2213　FAX0470－82－3975　〒298－0212 千葉県夷隅郡大多喜町猿稲14
　　　ホームページアドレス　http://www.pref.chiba.lg.jp/ap-isumi/
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地域の先輩農家の経営を視察研修農家との収穫作業

指導農業士・農業士との情報交換 研修カリキュラム

４月 12 100

５月 12 100
６月 12 100
７月 12 100
８月 12 100
９月 12 100
10月 12 100
11月 12 100
12月 12 100
１月 12 100
２月 12 100

３月 12 100

計 144 1200

総時
間数

研修
回数年月

経営記帳
（作業日誌）
年間

販売方法
販売方法
販売方法

栽培技術等の研修 就農に関
する支援

経営等
の研修

剪定、花芽整理、花粉採取、
簡易被覆栽培ビニル張り

摘果、ジベレリン処理
摘果、新梢管理
摘果
収穫、販売
収穫、販売
収穫、販売
秋枝抜き、改植準備
剪定、苗木の定植、施肥
剪定
剪定

花芽整理、人工授粉、病
害虫防除・草刈り（年
間）

園貸借情報の
収集、就農計
画の作成

就農地の決定
就農準備
（農地申請等
の手続き）



（2）第74号　令和４年１月20日

担
い
手
不
足
や
米
価
の
下
落
に
よ

り
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
、
農
村

集
落
の
荒
廃
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
況
に
対
し
て
、
地
域
で
の
話

合
い
に
よ
り
、
将
来
の
担
い
手
や
農

地
の
集
積
・
集
約
を
定
め
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定
が
、
全
国
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
話
し
合
お
う
】

ほ
場
条
件
が
悪
い
地
区
で
は
、
ほ

場
整
備
事
業
が
最
初
に
話
題
に
上
る

こ
と
が
多
い
で
す
が
、
将
来
の
担
い

手
や
営
農
計
画
等
に
つ
い
て
の
ビ
ジ

ョ
ン
が
無
く
て
は
、
事
業
は
で
き
ま

せ
ん
。
集
落
に
担
い
手
が
い
な
い
場

合
は
、
外
部
の
農
家
や
法
人
に
協
力

を
求
め
た
り
、
新
規
就
農
者
に
中
心

経
営
体
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
集
落
の
有
志

で
営
農
組
合
を
設
立
し
、
定
年
帰
農

者
等
が
参
加
す
る
こ
と
で
、
農
業
を

継
続
し
て
い
る
集
落
も
あ
り
ま
す
。

【
地
域
の
共
同
活
動
が
重
要
】

担
い
手
に
農
地
を
集
積
・
集
約
す

る
こ
と
で
、
効
率
的
な
農
業
経
営
が

期
待
で
き
ま
す
が
、
担
い
手
だ
け
で

農
地
・
農
村
景
観
を
管
理
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。
地
域
の
共
同
活
動
に

よ
り
、
農
村
環
境
を
保
全
す
る
取
組

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

共
同
活
動
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
が
あ

り
ま
す
。
夷
隅
地
域
で
は
、
現
在
、

45
の
組
織
が
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
を
受
け
て
、
集
落
の
草
刈
や
水

路
・
た
め
池
の
維
持
管
理
な
ど
の
共

同
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
農
業
・
農
地
を
、
そ
れ
を

取
り
巻
く
伝
統
や
文
化
と
と
も
に
、

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
話
合
い
を
始
め

ま
し
ょ
う
。

「
粒
す
け
」
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

に
比
べ
収
量
性
が
高
く
、
倒
伏
に
も

強
い
た
め
、
安
定
的
な
生
産
が
見
込

め
る
品
種
で
す
。
な
お
、
倒
伏
し
や

す
い
5
月
植
え
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
「
粒
す
け
」
に
替
え
る
こ
と
で
、

よ
り
安
定
し
た
米
生
産
を
行
え
ま
す
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
基
肥
窒

素
量
を
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
よ
り
も
多

く
し
て
初
期
生
育
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
基
肥
施
用
量
に
つ
い
て
は
、
表

を
参
考
に
土
性
に
合
わ
せ
て
施
用
し

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
②
栽
植
密
度

は
坪
当
た
り
55
〜
60
株
と
す
る
こ
と

で
茎
数
・
穂
数
を
確
保
し
、
反
収

6
3
0
㎏
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

③
中
干
し
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と

で
過
繁
茂
を
防
い
で
根
張
り
を
よ
く

し
、
④
登
熟
や
粒
張
り
を
良
く
す
る

た
め
、
穂
肥
は
必
ず
実
施
し
ま
し
ょ

う
。今

年
度
「
粒
す
け
」
を
栽
培
し
た

生
産
者
か
ら
は
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

よ
り
も
倒
伏
し
に
く
く
収
穫
し
や
す

か
っ
た
の
で
、
来
年
度
は
栽
培
面
積

を
増
や
し
た
い
と
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
粒
す
け
」
は
大
粒
で
、
程
良
い

粘
り
と
弾
力
が
あ
る
良
食
味
米
で
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
「
粒
す
け
」
を
栽
培

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 砂質土 6～8 5～7   3～4

 壌質土 3～5 2～4 7～9 8 2～3
粘質土 2～3 1～2   2

（房総南部）

表　「粒すけ」基肥施用量（kg/10a）

注）ほ場の窒素肥沃度に応じて「コシヒカリ」の標準窒素施用量の
　　1.5（壌質土・粘質土）～２倍（砂質土）を目安に施用します。

４月下旬移植
「コシヒカリ」
標準窒素施用量

窒素・移植時期
土性

り
ん
酸

加
　
里

４月下旬～
５月上旬 ５月中旬

チーバくん
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当
事
務
所
で
は
耕
作
放
棄
地
や
獣

害
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
「
枝
物
・

草
花
栽
培
講
座
」
を
開
講
し
て
い
ま

す
。近

年
は
自
然
な
雰
囲
気
を
演
出
す

る
「
枝
物
」
「
草
花
」
が
花
業
界
で

も
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
「
枝

物
」
「
草
花
」
の
生
産
は
、
野
菜
や

果
樹
ほ
ど
労
力
が
か
か
ら
ず
、
獣
害

に
も
あ
い
に
く
い
こ
と
か
ら
、
今
ま

で
獣
害
が
ひ
ど
く
て
作
付
け
で
き
な

い
土
地
や
、
草
刈
り
だ
け
し
て
い
た

土
地
な
ど
の
有
効
活
用
が
期
待
で
き

ま
す
。

（
右
写
真
は
枝
物
品
目
の
「
コ
バ
ノ

ズ
イ
ナ
」
で
す
。
こ
の
よ
う
な
樹
木

の
枝
が
商
品
に
な
り
ま
す
。
）

令
和
2
年
度
か
ら
本
講
座
を
開
講

し
、
延
べ
50
名
以
上
の
受
講
が
あ
り

ま
し
た
。
受
講
生
の
紹
介
で
本
講
座

に
参
加
す
る
方
も
い
て
、
受
講
者
は

段
々
と
増
え
て
お
り
、
「
枝
物
」

「
草
花
」
栽
培
へ
の
関
心
の
高
さ
が

伺
え
ま
し
た
。
ま
た
、
本
講
座
が
き

っ
か
け
で
「
枝
物
」
「
草
花
」
栽
培

を
始
め
る
準
備
を
進
め
て
い
る
方
も

出
て
き
て
お
り
、
講
座
も
回
を
重
ね

る
に
つ
れ
て
熱
気
を
帯
び
て
き
て
い

ま
す
。

今
後
は
、
夷
隅
地
域
に
適
し
た

「
枝
物
」
「
草
花
」
の
品
目
選
定
や

そ
れ
ら
品
目
の
栽
培
技
術
の
提
案
を

通
じ
、
夷
隅
地
域
で
新
た
な
「
枝

物
」
「
草
花
」
の
産
地
お
こ
し
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
本

講
座
に
興

味
が
あ
る

方
は
夷
隅

農
業
事
務

所
改
良
普

及
課
ま
で

ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

小
髙
さ
ん
は
大
多
喜
町
で
ト
マ
ト

（
35
a
）
を
中
心
に
栽
培
し
て
お
り
、

直
売
所
や
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
へ
イ

ン
シ
ョ
ッ
プ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

施
設
栽
培
の
他
に
も
、
夷
隅
地
域

特
有
の
重
粘
土
壌
転
換
畑
で
栽
培
可

能
な
新
た
な
高
収
益
作
物
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
サ
ト

イ
モ
（
30
a
）
と
レ
タ
ス
（
15
a
）

の
試
作
を
始
め
ま
し
た
。
生
育
は
順

調
で
、
新
規
品
目
と
し
て
の
手
応
え

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
将
来
的
に
、
就
農
希
望
の
若

者
や
定
年
退
職
後
も
働
き
た
い
地
域

住
民
を
巻
き
込
み
、
「
大
多
喜
町
で

雇
用
1
0
0
人
や
栽
培
の
機
械
化
を

目
指
し
、
夷
隅
の
農
業
を
活
性
化
し

て
行
き
た
い
!!
」
と
今
後
の
抱
負
を

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
小
髙
さ
ん
の

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

吉
野
さ
ん
は
、
平
成
30
年
に
い
す

み
市
小
高
で
新
規
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
7
月
上
旬
か

ら
収
穫
で
き
る
ラ
ビ
ッ
ト
ア
イ
系
品

種
を
約
10
a
栽
培
し
、
直
売
や
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
、
無
印
良
品
銀
座

店
等
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

吉
野
さ
ん
は
元
々
勝
浦
市
の
出
身

で
、
東
京
都
内
の
会
社
を
退
職
し
、

現
在
の
地
で
就
農
し
ま
し
た
。
近
所

の
生
産
者
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
を

勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
始
め
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

将
来
は
冷
凍
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
用
い
て
、
収
穫
期
の
夏
季
だ
け
で

な
く
、
年
間
を
通
し
て
出
荷
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
す
み
市
で
頑
張
る
吉
野
さ
ん
を

今
後
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

枝物・草花の実習風景

小
髙
一
哲
さ
ん
（
大
多
喜
町
）

若
手
生
産
者
の
紹
介

こ  

だ
か
か
ず  

の
り

吉
野
恵
美
子
さ
ん
（
い
す
み
市
）

新
規
生
産
者
の
紹
介

よ
し   

の

え    

み    

こ

吉野恵美子さん
よしの   え   み   こ

小髙一哲さん
こだかかずのり
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吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に
就
農

し
、
エ
ラ
チ
オ
ー
ル
ベ
ゴ
ニ
ア
等
鉢

花
類
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

鉢
花
生
産
者
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

岬
町
花
卉
生
産
組
合
、
岬
町
農
振
会
、

千
葉
県
鉢
花
生
産
者
連
絡
協
議
会
、

千
葉
県
花
き
園
芸
組
合
連
合
会
な
ど

長
年
に
わ
た
り
関
係
団
体
の
要
職
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
千
葉
県
花
き
園
芸
組
合
連

合
会
役
員
在
任
中
は
、
「
2
0
2
0

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
に
向
け
た
夏
場
の
県
産
花
き

の
需
要
拡
大
を
目
指
し
た
花
壇
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
や
小
学
生
向

け
の
「
花
育
」
の
推
進
な
ど
に
も
取

り
組
み
、
本
県
花
き
産
業
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
3
年
度
千
葉
県
指
導
農
業
士

と
し
て
、
御
宿
町
の
鈴
木
康
功
さ
ん

が
新
規
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、（
株
）ス
ズ
ヤ
ス
の

代
表
で
あ
り
、
水
稲
の
大
規
模
経
営

（
約
40　

）
を
さ
れ
て
い
ま
す
。「
に

へ
じ
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
で
米
を
直
売
所
等
で
販
売
す
る
他
、

餅
等
の
加
工
・
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

長
男
の
悠
太
さ
ん
も
就
農
し
、
ド
ロ

ー
ン
や
I
C
T
を
活
用
し
た
ほ
場
管

理
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
消
費
者
に
安
全
で
お
い

し
い
お
米
を
届
け
る
と
と
も
に
、
高

齢
化
で
耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
中

山
間
地
の
担
い
手
と
し
て
、
農
地
を

守
り
、
地
域
の
後
継
者
を
育
て
る
取

組
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
．夷
隅
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

対
象
者

新
た
に
農
業
に
就
い
た
方
（
概
ね
45

歳
ま
で
）

開
催
時
期

6
月
〜
翌
年
3
月　

月
2
回
程
度　

内　
　

容

農
業
に
関
す
る
『
知
識
・
技
術
』
や

『
自
身
の
経
営
課
題
を
把
握
し
、
解

決
す
る
能
力
』
の
習
得
、
『
地
域
の

仲
間
づ
く
り
』
を
目
的
に
、
3
年
間

の
研
修
を
行
い
ま
す
。

2
．い
す
み
農
業
実
践
塾

対
象
者

主
に
定
年
帰
農
者
や
U
タ
ー
ン
就
農

者
等
の
方（
概
ね
45
歳
か
ら
60
歳
）で
、

本
格
的
な
生
産
物
出
荷
を
目
指
す
方

開
催
時
期

6
月
〜
翌
年
5
月　

年
3
回
程
度

内　

  

容

夷
隅
地
域
の
主
要
な
園
芸
品
目
や
枝

物
・
草
花
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
栽

培
知
識
・
技
術
・
販
路
を
学
び
ま
す
。

3
．問
い
合
わ
せ
先

夷
隅
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課

電
話
（
8
2
）
2
2
1
3

募
集
期
間
・
令
和
4
年
5
月
ま
で

人
口
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
本
年
産

の
米
価
は
大
き
く
下
落
し
ま
し
た
。

経
営
安
定
の
た
め
、
飼
料
用
米
の
生

産
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
飼
料
用
米
が
拡
大
し
て
い
ま
す
】

本
年
産
の
飼
料
用
米
生
産
面
積
は
、

千
葉
県
全
体
で
前
年
の
約
2
倍
と
な

る
8
1
9
0
ha
、
夷
隅
地
域
で
は
前

年
の
約
1
・
5
倍
と
な
る
3
4
2
ha

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

【
飼
料
用
米
生
産
の
メ
リ
ッ
ト
】

◇
需
給
が
改
善
さ
れ
、
米
価
の
安
定

に
繋
が
り
ま
す
。

◇
国
や
県
な
ど
の
支
援
策
に
よ
り
、

安
定
し
た
収
入
を
確
保
で
き
ま
す
。

◇
品
種
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
収
穫

時
期
や
労
力
の
分
散
が
図
れ
ま
す
。

◇
麦
や
大
豆
の
転
作
と
異
な
り
、
水

田
を
水
田
の
ま
ま
活
用
で
き
ま
す
。

◇
主
食
用
米
で
使
用
し
て
い
る
機
械

や
施
設
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ha

令
和
３
年
度
文
化
の
日

千
葉
県
功
労
者
表
彰
受
賞

　
　
　
（
農
林
水
産
功
労
）

い
す
み
市　
吉
田
良
和
さ
ん

飼
料
用
米
の
生
産
で

安
定
し
た
経
営
を

あ
つ
ま
れ
！
セ
ミ
ナ
ー
・

実
践
塾
受
講
生
の
募
集

吉田良和さん
（いすみ市）

よしだよしかず

鈴木康功さん
（御宿町）

すずきやすのり

祝

よ
し  

だ    

よ
し
か
ず


